
株式事務に関するご案内
お手続き内容 お問い合わせ先

◯住所・氏名等のご変更
◯単元未満株式の買取請求
◯配当金の受領方法のご指定

口座を開設されている証券会社へ
お問い合わせください。

◯未受領の配当金のご照会
◯郵送物等の発送と返戻
◯その他一般的な株式事務
◯特別口座

三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
までお問い合わせください。
0120-232-711（通話料無料）

会社情報／株式情報（2020年6月30日現在）

会社の概要

社 名 千代田インテグレ株式会社
設 　 　 立 1955年9月
本 社 所 在 地 〒104-0044 東京都中央区明石町4-5
資 本 金 23億3,156万円
従 業 員 数 208名（グループ総計 3,536名）

株式の状況

発行可能株式総数/発行済株式総数 32,600,000株／13,528,929株
株 　　　主　 　　数  4,195名

株主メモ
事 業 年 度 1月1日から12月31日まで
剰余金の配当の基準日 12月31日
定 時 株 主 総 会 3月
単 元 株 式 数 100株
上場金融商品取引所

（ 証 券 コ ー ド ）
東京証券取引所

（6915）
公 告 方 法 電子公告

ただし、事故その他やむを得ない事由により
電子公告による公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。
公告掲載 URL　http://www.chiyoda-i.co.jp/

株 主 名 簿 管 理 人 ／
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先／
電 話 照 会 先

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711(通話料無料)

当社 ウェブサイトのご案内

http://www.chiyoda- i .co.jp/
事業内容やIR情報などをご覧いただけます。

資産合計
41,976

負債純資産合計
41,976

現金及び預金
15,378

受取手形及び
売掛金
7,884

有形固定資産
9,706

無形固定資産
227

投資その他の資産
3,246

支払手形及び
買掛金
5,306
短期借入金
1,020

固定負債
1,382
繰延税金負債
473

資産の状況　　　　　　　　　　（単位：百万円）

中間報告書
2020年1月1日〜2020年6月30日

千代田インテグレ株式会社
証券コード：6915
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社内レクリエーション
　昨年、初めて全従業員が参加して野外でのチーム対抗コ
ミュニケーションゲームを行い、レーザー銃でのサバイバ
ルゲームや一致団結しての企画で盛り上がりました。また、
これまでにも地元で有名なワイン工房でお取引先を招いた
新年会を開催するなど、社内外での交流を深めています。

第2四半期連結累計期間の概況
　当第2四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナ
ウイルス感染症の世界的拡大が各国に甚大な悪影響を及ぼし
事態が深刻化いたしました。米国では、経済活動が段階的に
再開されたものの、感染者数が増加し予断を許さない状況が
続くだけでなく、米中間の対立が常態化いたしました。中国
では、政府による景気対策支援が行われ経済活動が再開され
ましたが、外需の停滞や一部活動制限が続き、ペースは緩や
かに推移いたしました。他のアジア地域においても、感染症
拡大によるサプライチェーンの混乱や中国政府による香港の
統制強化による懸念など、極めて厳しい状況が続きました。
　また、我が国経済は、世界経済が悪化する中で緊急事態宣
言が発出され、内外経済の不透明感が急速に高まりました。
経済活動の停滞が続く状況は最悪期を脱しつつありますが、
個人消費・設備投資とも低迷し、インバウンド需要が期待で
きず第2波の懸念が高まるなど、景気の回復力は弱く企業の景
況感が大幅に低下いたしました。
　このような経営環境のもと、当社グループは、市場を見据
えた経営資源の選択と集中を継続し事業領域を広げ、目標達
成を目指してまいりました。

現在の様子
　2010年12月に会社を設立し
てから10年目を迎え、本年6月
に新工場に移転して稼働を開始
い た し ま し た。 敷 地 面 積 約

14,000㎡に建物面積7,000㎡は旧工場の約1.5倍の広さと
なっています。現在は、スマホ・OA機器部品を外資系顧
客との取引を中心に活動を行っており、一層の中国・韓国
メーカーとの取引拡大に向けて取り組んでいます。

事業領域の拡大に向けて
　グループ内でもトップクラスの広さを誇るクラス10,000
のクリーンルームを設置し、クリーン要求の高いディスプ
レイパネル周辺部品や、より品質要求の高いカメラ周辺部
品の受注獲得を目指
しています。さらに、
クラス10,000対応の
印刷ブースを設置し
て事業領域の拡大を
図ってまいります。

▶︎売上高 前年同期 18,705百万円

前年同期比

14.3％16,022百万円

▶︎営業利益 前年同期 857百万円

前年同期比

54.7％388百万円

▶︎経常利益 前年同期 956百万円

前年同期比

50.0％478百万円

自社製品の寄贈
　本年6月に自社製品のフェイスシールドを東京都医師会（東京
都）及び草加市役所（埼玉県）へ寄贈いたしました。各寄贈先を
通して地域の病院・保健所・検査所などで使用されます。医療
現場は今尚逼迫した状況が続いており、医療物資も十分とは言
えません。
　そのような状況の
中、当社製品が医療
従事者の方々の命と
健康を守ることにお
役に立てとても嬉し
く思います。

「プラチナくるみん」認定
　2009年に「くるみん」認定企業となり、
より高い基準である「プラチナくるみん」
認定を本年6月に取得いたしました。
　認定にあたりましては、
❶男性の育児休業取得率が13％以上、
❷子が1歳までの出産女性の在籍率90％以上、
❸残業時間の削減・有休取得率の向上・多様な労働条件の

整備のための措置の実施等、全部で12の基準を満たす
必要があります。

　子育てサポート企業として、これからも従業員が仕事と
家庭を両立させ、能力を十分に発揮できるよう取り組んで
まいります。

千 代 田 イ ン テ グ レ の

中国・山東
千代達電子製造（山東）有限公司

▶︎親会社株主に帰属する
   四半期純利益 前年同期 824百万円

前年同期比

81.4％153百万円
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